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板
橋
支
部
「
新
春
の
つ
ど

い
」
を
1
月
6
日
、
板
橋
区

立
文
化
会
館
大
会
議
室
で
開

催
。
来
賓
・
組
合
員
あ
わ
せ

て
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な

る
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
、

飲
食
は
行
わ
ず
、
来
賓
は
政

党
・
議
員
の
方
に
絞
り
ご
案

内
し
ま
し
た
。
つ
ど
い
に
は

都
議
会
・
区
議
会
か
ら
11
人

の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

穴
澤
副
委
員
長
の
司
会
で

開
会
し
ま
し
た
。
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
野
崎
委
員

長
は
、
組
織
拡
大
運
動
で
全

分
会
目
標
達
成
で
き
た
こ
と

や
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

に
勝
利
し
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
、
「
今
年
は
参
議
院
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
平
和
で
な

け
れ
ば
、
仕
事
も
暮
ら
し
も

立
ち
行
き
ま
せ
ん
。
仲
間
の

要
求
実
現
の
た
め
、
組
織
を

大
き
く
し
、
組
合
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
新
年
の

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

東京土建一般労働組合規約第20条にもとづき、
東京土建一般労働組合板橋支部の第66回定期大会
を次の通り告示します。
2022年2月4日
東京土建一般労働組合板橋支部執行委員長 野崎
邦治

1．日時：2022年4月3日（日）午前9時30分よ
り

2．場所：板橋区立文化会館大会議室（本会議・
分科会：板橋区大山東町51―1）
板橋区立グリーンホール（分科会：板橋区栄町
36―1）
3．代議員定数：2022年1月1日現在の組合員数
で、分会を単位に60人に1人とする。端数は29
捨30入とする。

4．代議員の報告：3月7日（月）午後5時まで
に大会事務局へ報告してください。

5．特別代議員について
書記局から6名とします。

主催者あいさつする野崎執行委員長
（1月6日、板橋区立文化会館）

続
い
て
東
京
土
建
本
部
か

ら
福
地
常
任
中
執
が
あ
い
さ

つ
し
、
都
議
会
・
区
議
会
議

員
の
方
か
ら
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

民
党
・
公
明
党
・
立
憲
民
主

党
・
日
本
共
産
党
・
無
所
属
の

方
か
ら
「
東
京
土
建
の
運
動

を
進
め
て
い
く
た
め
に
共
通

し
た
課
題
で
協
力
を
す
る
と

と
も
に
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

板
橋
支
部
の
各
分
会
と
青

年
部
、
イ
キ
イ
キ
会
、
女
性

の
会
の
代
表
か
ら
今
年
の
抱

負
と
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
須
賀
副
委
員
長

が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
終
了

し
ま
し
た
。

自
由
民
主
党

都
議
会
議
員

松
田

康
将

公
明
党都

議
会
議
員

か
ま
た

悦
子

日
本
共
産
党

都
議
会
議
員

徳
留

道
信

立
憲
民
主
党

都
議
会
議
員

宮
瀬

英
治

公
明
党区

議
会
議
員

田
中

い
さ
お

日
本
共
産
党

区
議
会
議
員

小
林

お
と
み

〃

山
内

え
り

〃

山
田

ひ
で
き

〃

石
川

す
み
え

民
主
ク
ラ
ブ

区
議
会
議
員

お
ば
た

健
太
郎

（
無
所
属
）

区
議
会
議
員

高
山

し
ん
ご

東京土建一般労働組合役員選挙規定・板橋支部
細則にもとづき、東京土建一般労働組合板橋支部
の第66回定期大会役員選挙について、次の通り告
示します。

2022年2月4日
大会選挙管理委員会

1．2022年度 板橋支部役員定数
○執行委員長：1人
○副執行委員長：5人
○書記長：1人
○書記次長：4人（内訳：非常駐1人、常駐3人）
○常任執行委員：11人
○執行委員：32人（※分会長と分会書記長、無投
票）

○会計監査：3人

2．役員の立候補の届出
3月24日（木）午後5時までに、所定の役員立

候補届を大会選挙管理委員会へ届け出ることとし
ます。

期
間
中
に
東
京
土
建
板
橋

支
部
と
友
達
登
録
し
、
必
要

事
項
を
送
信
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
賞
品
】
特
賞

ダ
イ
ソ

ン
空
気
清
浄
機
能
付

Ｈ
ｏ

ｔ

＋

Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

そ
の
他
に
も
一
蘭
ラ
ー
メ

ン
セ
ッ
ト
な
ど
の
景
品
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
条
件
】
東
京
土
建

板
橋
支
部
所
属
の
組
合
員

ご
応
募
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
お
友

達
追
加
と
抽
選
会
へ
の
応
募

（
ト
ー
ク
画
面
に
氏
名
、
フ

リ
ガ
ナ
、
ご
連
絡
先
を
入
力

し
て
送
信
）
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

【
応
募
期
間
】
2
0
2
2

年
3
月
31
日
（
木
）
ま
で

・
当
選
発
表
は
支
部
機
関

紙
「
け
ん
せ
つ
北
部
」
に
て

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＱＲコード

常
任
執
行

委
員
会
で
憲

法
を
学
習
し

ま
し
た
。
憲

法
の
「
3
原

則
」と
は
、日

本
の
敗
戦
、

悲
惨
な
被
害
な
ど
「
失
敗
」

か
ら
学
び
、
①
人
権
が
尊
重

さ
れ
な
か
っ
た
↓
基
本
的
人

権
の
尊
重
、
②
主
権
が
天
皇

に
あ
り
天
皇
の
権
力
が
絶
対

だ
っ
た
↓
国
民
主
権
、
③
平

和
に
対
す
る
考
え
方
が
間
違

っ
て
い
た
↓
平
和
主
義
が
位

置
付
け
ら
れ
た
▼
昨
年
の
総

選
挙
で
自
民
、
公
明
、
維
新

の
会
な
ど
の
改
憲
勢
力
が
3

分
の
2
以
上
の
議
席
を
確
保

し
た
こ
と
を
受
け
、
改
憲
の

動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
民
党
の
狙
い
の
中
心
は
、

9
条
改
憲
で
自
衛
隊
の
海
外

で
の
武
力
行
使
を
完
全
に
自

由
化
す
る
こ
と
で
す
▼
自
民

党
は
憲
法
改
正
推
進
本
部
を

「
憲
法
改
正
実
現
本
部
」に
改

組
し
て
、
5
月
の
連
休
ま
で

に
47
都
道
府
県
の
全
て
で
最

低
1
回
は
対
話
集
会
を
開
く

こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

7
月
の
参
院
選
を
見
据
え
た

「
国
民
の
中
に
憲
法
改
正
の

意
識
を
高
め
て
い
く
」
と
い

う
世
論
づ
く
り
で
す
▼
改
憲

を
阻
止
す
る
た
め
に
決
定
的

に
重
要
な
の
は
、
7
月
の
参

議
院
選
挙
で
改
憲
勢
力
に
3

分
の
2
獲
得
を
許
さ
な
い
こ

と
で
す
。
憲
法
を
守
り
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
ま

す
。
愚
か
な
「
失
敗
」
は
繰

り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

仲
間
の

要
求
実
現
を
決
意
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各各
政政
党党
・・
議議
員員
かか
らら
ああ
いい
ささ
つつ

ご参加いただいた都議会議員・区議会議員の皆さん（敬称略）

規模を縮小して開催

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
達
登
録

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
！

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
達
登
録

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
！

第66回定期大会
役員選挙告示

第66回定期大会
役員選挙告示

第66回定期大会告示第66回定期大会告示

東京土建一般労働組合板橋支部東京土建一般労働組合板橋支部
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発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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昨
年
12
月
27
日
に
山
本
書

記
長
、
担
当
書
記
で
板
橋
区

社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問

し
、
11
月
14
日
に
行
っ
た
住

宅
デ
ー
の
募
金
と
し
て
相
田

・
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に

10
万
円
を
寄
付
し
、
合
わ
せ

て
お
礼
と
報
告
を
し
ま
し

た
。
住
宅
デ

ー
は
「
福
祉

と
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
奉

仕
」
と
し
て

板
橋
区
・
社

会
福
祉
協
議

会
の
後
援
名

義
を
い
た
だ

い
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
9
条
改
憲
阻

止
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
」
。
岸
さ
ん
は
、
第
1
部

「
憲
法
っ
て
何
」
。
第
2
部

「
9
条
改
憲
を
食
い
止
め
る

た
め
に
」
の
2
部
構
成
で
話

を
進
め
ま
し
た
。

第第
１１
部部「「
憲憲
法法
っっ
てて
何何
」」

幸
せ
に
な
れ
る
国

の
ル
ー
ル
＝
憲
法

は
じ
め
に
憲
法
と
は
、
国

を
治
め
る
た
め
に
は
国
の
ル

ー
ル
が
必
要
で
、
日
本
と
い

う
国
の
ル
ー
ル
（
政
治
の
規

則
）
で
あ
る
。
国
の
政
治
は

私
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
為

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
国
の
支
配
者
が
変
わ
っ

て
も
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
な

れ
る
国
の
ル
ー
ル
＝
憲
法
が

必
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

次
に
憲
法
の
大
切
な
原
則

に
つ
い
て
、
基
本
的
人
権
、

国
家
主
権
、
権
力
分
立
で
あ

り
、
立
憲
主
義
と
は
私
た
ち

の
権
利
、
自
由
を
守
る
た
め

に
、
国
家
権
力
が
暴
走
し
な

い
よ
う
に
憲
法
で
縛
ろ
う
と

い
う
考
え
方
で
、
例
え
て
言

う
な
ら
ば
（
檻
に
ラ
イ
オ
ン

を
入
れ
る
）
こ
と
だ
と
述
べ

ま
し
た
。

日
本
の
憲
法
の
歴
史
に
つ

い
て
、
明
治
憲
法
は
天
皇
の

力
が
絶
対
で
あ
り
、
権
力
を

憲
法
で
縛
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
争

に
次
ぐ
戦
争
で
敗
戦
、
悲
惨

な
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
失

敗
か
ら
学
ん
で
日
本
国
憲
法

が
作
ら
れ
て
い
く
。
①
基
本

的
人
権
の
尊

重
、
②
国
民

主
権
、
③
平

和
主
義
が
位

置
付
け
ら
れ

て
、
立
憲
主

義
の
大
切
さ

を
思
い
知
る

こ
と
に
な
る

と
述
べ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
憲
法

は
国
＝
公
権
力
を

縛
る
も
の

憲
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
第
99
条
「
天

皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大

臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ

の
他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲

法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務

を
負
ふ
」
の
で
あ
り
、
国
民

は
入
っ
て
は
い
な
い
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
憲
法
は
国
＝
公
権

力
を
縛
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。

憲
法
に
は
「
私
た
ち
の
失

敗
」
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
語

り
、
思
想
・
信
条
の
自
由（
19

条
）、信
教
の
自
由（
20
条
）、

表
現
の
自
由
（
21
条
）
、
学

問
の
自
由
（
23
条
）
、
両
性

の
平
等
（
24
条
）
、
生
存
権

（
25
条
）
、
教
育
を
受
け
る

権
利
（
26
条
）
、
勤
労
の
権

利
（
27
条
）
、
勤
労
者
の
団

結
権（
28
条
）な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
歴
史
的
に
迫
害
さ

れ
て
き
た
自
由
と
権
利
で
あ

っ
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。

第第
２２
部部
「「
９９
条条
改改
憲憲
をを

食食
いい
止止
めめ
るる
たた
めめ
にに
」」

い
ま
、
憲
法
9
条
を
は
じ

め
改
憲
を
進
め
よ
う
と
い
う

動
き
に
つ
い
て
、
政
権
は
憲

法
を
ど
う
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
、解
説
し
ま
し
た
。

自
民
党
改
憲
4
項
目
は
①
自

衛
隊
明
記
②
緊
急
事
態
条
項

の
創
設
③
合
区
解
消
④
教
育

の
充
実
と
し
て
い
る
が
、
重

点
は
憲
法
9
条
に
自
衛
隊
を

明
記
す
る
こ
と
に
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

歴
代
の
政
府
の
も
と
で
9

条
実
質
改
憲
が
進
め
ら
れ
て

き
て
戦
争
法（
安
保
関
連
法
）

を
成
立
さ
せ
る
な
ど
、
な
し

崩
し
的
に
憲
法
9
条
を
破
壊

し
て
き
た
。
9
条
改
憲
を
止

め
る
に
は
7
月
の
参
院
選
は

重
要
で
共
闘
に
よ
っ
て
食
い

止
め
よ
う
と
呼
び
か
け
、
ひ

と
り
一
人
が
ニ
ュ
ー
ス
に
関

心
を
持
つ
、
学
習
会
に
参
加

す
る
、
「
憲
法
改
悪
に
反
対

す
る
署
名
」
を
す
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

常
任
執
行
員
会
は
1
月
29
日
、
憲
法
問
題
の
学
習
を

し
ま
し
た
。
現
在
、
改
憲
に
向
け
た
動
き
な
ど
も
あ
る

な
か
で
、
憲
法
と
は
何
か
、
改
憲
策
動
の
ね
ら
い
は
、

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
労
働
組
合
と
し
て
の
役
割
を
発

揮
し
、
今
後
の
憲
法
を
守
る
運
動
に
つ
な
げ
る
た
め
に

行
い
ま
し
た
。
講
師
は
岸
朋
弘
（
東
京
法
律
事
務
所
・

弁
護
士
）
さ
ん
（
写
真
）
。

労
災
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
更
新
手
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

東
京
土
建
の
労
働
保
険
事

務
組
合
は
、
国
の
認
可
を
受

け
、
労
災
事
故
や
ア
ス
ベ
ス

ト
関
連
の
職
業
病
へ
の
対

応
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
な

ど
を
組
合
員
の
立
場
に
立
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

新
規
の
加
入
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
一
人
親
方

・
事
業
主
特
別
加
入
も
で
き

ま
す
。

〈
一
人
親
方
労
災
〉

3
月
18
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

〈
事
業
所
労
災
〉

3
月
28
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
加
入
さ
れ
て
い
る
方

に
は
ご
案
内
を
郵
送
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
支
部
事

務
所
ま
で
☎
0
3
―
3
9
6

3
―
5
3
2
5

昨
年
の
11
月
21
日
に
多
摩

川
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
た

「
横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ

は
い
ら
な
い
」
東
京
大
集
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
青
梅
線
牛
浜
駅
近
く

の
会
場
に
約
2
千
人
が
集
ま

り
、
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
東
京

連
絡
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
板
橋
支
部
か
ら
は

3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
の
後
、
公
園
か
ら
、

横
田
基
地
の
脇
を
通
る
、
国

道
16
号
を
経
て
、
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
パ
ー
ク
ま
で
の
2
・

2
㎞
を
デ
モ
行
進
し
ま
し

た
。全

国
で
日
米
共

同
訓
練
に
参
加

2
0
1
2
年
か
ら
沖
縄
の

普
天
間
基
地
に
米
国
海
兵
隊

の
Ｎ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
24
機

が
配
備
さ
れ
、
全
国
で
日
米

共
同
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま

す
。2

0
1
8
年
か
ら
は
東
京

の
米
軍
横
田
基
地
に
空
軍
の

特
殊
作
戦
用
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
が
始
ま
り
、

2
0
2
4
年
ま
で
に
10
機
体

制
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
6
年
か
ら

は
千
葉
県
木
更
津
市
で
日
米

共
同
の
オ
ス
プ
レ
イ
整
備
が

始
ま
り
、
2
0
2
0
年
か
ら

は
陸
上
自
衛
隊
の
購
入
し
た

オ
ス
プ
レ
イ
の
暫
定
配
備
が

強
行
さ
れ
、
夜
間
飛
行
訓
練

な
ど
を
行
い
、
最
終
的
に
は

17
機
が
常
駐
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

航
空
管
制
を
自

国
で
行
え
な
い

横
田
空
域

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
横

田
空
域
の
問
題
、
首
都
圏
の

航
空
管
制
を
自
国
で
行
え
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と

自
体
も
大
き
な
問
題
で
す
。

独
立
国
で
、
首
都
の
あ
る
地

域
の
航
空
管
制
を
自
国
で
行

っ
て
い
な
い
国
は
日
本
だ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

独
立
国
と
し
て
は
、
極
め

て
、
恥
ず
か
し
い
状
態
だ
と

思
い
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
そ
れ
自
体
も

開
発
時
に
は
ウ
ィ
ド
ウ
メ
ー

カ
ー
と
言
わ
れ
、
事
故
の
多

い
機
体
と
し
て
知
ら
れ
、
そ

の
使
用
目
的
も
特
殊
作
戦
用

の
航
空
機
と
し
て
開
発
さ

れ
、
米
国
内
で
は
住
宅
地
上

空
を
飛
行
す
る
事
は
禁
じ
ら

れ
て
い
る
航
空
機
で
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
中
止

と
配
備
撤
回
を
求
め
つ
つ
、

日
本
の
独
立
国
と
し
て
の
地

位
を
確
立
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
首
都
圏
近
く
に
あ
る
横
田

空
域
の
日
本
へ
の
返
還
を
求

め
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
1
日

で
し
た
。
【
舟
渡
高
島
分
会

内
田
恒
夫
】

※
横
田
空
域
＝
米

軍
横
田
基
地
が
管

制
権
を
有
す
る
日

本
の
空
域
。
正
式

名
称
は
「
横
田
進

入
管
制
区
」
。
1

9
9
2
年
と
2
0

0
8
年
の
一
部
返

還
を
経
て
、
18
年

現
在
、
1
都
8
県

の
高
度
約
2
4
0

0
〜
7
0
0
0
メ

ー
ト
ル
に
及
ぶ
階

段
状
の
空
域
と
な

っ
て
い
る
。

改憲でなく憲法を生かす政治を改憲でなく憲法を生かす政治を

東
京
大
集
会
に

参
加
し
て

東
京
大
集
会
に

参
加
し
て

常
任
執
行
委
員
会
で
憲
法
学
習

オスプレイは
いらない

オスプレイは
いらない

住
宅
デ
ー
募
金
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ

労
災
保
険
年
度
更
新

山本書記長（左）と相田会長

更
新
手
続
を
お
願
い
し
ま
す

多
摩
川
中
央
公
園
で
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

デ
モ
行
進
す
る
東
京
土
建
の
参
加
者
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組
合
で
は
「
納
税
者
の
立

場
」
で
確
定
申
告
の
相
談
・

申
告
書
の
記
入
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
保
険
制
度
の

一
部
負
担
割
合
や
高
額
療
養

費
の
負
担
限
度
額
、
介
護
保

険
の
利
用
者
負
担
や
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
、
都
営
な
ど
公
営

住
宅
の
入
居
基
準
や
家
賃
決

定
、保
育
園
の
利
用
料
な
ど
、

多
く
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
所

得
階
層
別
で
内
容
が
変
わ
る

た
め
、
確
定
申
告
を
し
な
い

と
、
本
来
な
ら
受
け
ら
れ
る

公
的
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
低

所
得
の
た
め
確
定
申
告
の
必

要
が
な
く
て
も
、
「
ゼ
ロ
申

告
（
＝
所
得
・
税
額
計
算
を

し
て
所
得
控
除
後
の
金
額
を

ゼ
ロ
と
し
て
確
定
申
告
す
る

こ
と
）
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

経済産業省が行う事業復活支援金は新型コロナウイル
ス感染症により、大きな影響を受ける中堅・中小・小規
模事業者、個人事業者に対して、事業規模に応じて給付
金を支給するものです。

個
別
相
談
に
の
り
な
が
ら
計

算
し
て
、
申
告
書
の
記
入
を

行
い
ま
す
。

※
記
入
会
の
日
程
以
外
は
通

常
業
務
の
た
め
個
別
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
持
ち
物

前
年
・
前
々
年

分
の
確
定
申
告
書（
控
）、

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
今
回
分
の
確
定
申
告

書
、
所
得
計
算
書
、
生
命

保
険
料
・
医
療
費
・
寄
付

金
な
ど
控
除
の
あ
る
方
は

領
収
書
・
証
明
書
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
に
必
要
な
書

類
、
電
卓
、
筆
記
用
具
。

【
費

用
】
資
料
代
5
0
0

円
＋
特
別
税
対
部
費
（
年
金

収
入
中
心
5
0
0
円
、
白
色

2
、
0
0
0
円
、
青
色
3
、

0
0
0
円
、
消
費
税
3
、
0

0
0
円
）

【条件】
2021年11月から2022年3月のいずれかの月の売上高が

2018年11月から2021年3月の任意の同じ月の売上高と比
べ50％以上、または30％以上50％未満減少した場合。
【給付額】
①売上高減少額50％以上
個人：最大50万円 法人：最大250万円（年間売上に応

じて）
②売上高減少額30％以上50％未満
個人：最大30万円 法人：最大150万円（年間売上に応

じて）
【申請期間】 5月31日（火）まで

3
・
13
重
税
反
対
全
国
統

一
行
動
は
、
1
9
7
0
年
に

10
万
人
の
参
加
で
始
ま
り
ま

し
た
。
労
働
者
、
中
小
業
者
、

農
民
、
年
金
者
な
ど
幅
広
い

団
体
が
参
加
し
、
全
階
層
の

国
民
が
主
権
者
と
し
て
国
に

対
し
て
国
民
本
位
の
税
制
と

税
務
行
政
の
民
主
化
や
納
税

者
の
権
利
擁
護
を
求
め
て
い

ま
す
。
集
会
と
集
団
申
告
を

行
い
ま
す
。
集
団
申
告
す
る

方
は
午
前
11
時
ま
で
に
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
組
合

員
及
び
家
族
の
生
活
再
建
を

支
援
す
る
た
め
、
東
京
土
建

国
保
保
険
料
の
減
免
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
組
合

員
の
事
業
収
入
、
ま
た
は
給

与
収
入
の
い
ず
れ
か
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
保
険
料
】

2
0
2
1
年
7
月
か
ら
2

0
2
2
年
2
月

【
収
入
の
減
少
率
と
保
険
料

の
減
免
期
間
】

○
50
％
以
上（
8
カ
月
分
）

○
40
％
以
上
50
％
未
満

6
カ
月
分
）

○
30
％
以
上

40
％
未
満
（
4
カ
月
分
）

【
申
請
期
限
】

3
月
15
日
（
火
）
ま
で
で

す
。
保
険
料
減
免
の
届
出
は

支
部
を
通
じ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
支
部
☎
0
3
―

3
9
6
3
―
5
3
2
5
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日時 :3月11日（金）
午前11時開会

場所 :板橋区立グリーンホール
2階ホール

南
相
馬
市
か
ら
、
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
の

10
年
目
の
節
目
を
迎
え
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

2
0
1
2
年
10
月
に
舟

渡
高
島
分
会
は
有
志
10
人

で
、
福
島
県
南
相
馬
市
牛

河
内
地
区
第
4
仮
設
住
宅

へ
の
炊
き
出
し
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に

対
し
て
の
感
謝
状
で
す
。

炊
き
出
し
の
内
容
は
、

山
菜
お
こ
わ
1
2
0
0

食
、
餅
7
臼
、
け
ん
ち
ん

汁
2
0
0
食
を
現
地
の
方

の
お
手
伝
い
を
受
け
て
、

支
援
し
ま
し
た
。

牛
河
内
地
区
第
4
仮
設

住
宅
は
、約
80
世
帯
あ
り
、

原
発
事
故
で
非
難
し
た
方

が
、
8
割
か
ら
9
割
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
20
代
か

ら
40
代
の
若
い
年
齢
層
の

方
は
、
南
相
馬
を
で
て
、

関
東
方
面
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
子
ど

も
が
少
な
く
、
高
齢
の
方

が
多
か
っ
た
印
象
は
今
で

も
残
り
ま
す
。

【
舟
渡
高
島
分
会

内
田

恒
夫
】

10
（木）

時間＝午前…①9 :30 ②10:30 ③11:30、午後…④1 :30 ⑤2 :30 ⑥3 :30
会場＝板橋支部会館

9
（水）

7
（月）

6
（日）

4
（金）

3
（木）

3／1
（火）日程

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

重
税
反
対
集
会
と

集
団
申
告

南相馬市から、
東日本大震災復旧復興
支援の感謝状

税
金
相
談
は
組
合
で

税
金
相
談
は
組
合
で

舟渡高島分会

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

☎
0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2
5

コロナによる収入減など
土建国保保険料減免

―3月15日までに手続きを

ご相談はお早めに

新制度／全業種対象

事業復活支援金
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応募資格
入 学 金
授 業 料

18 才以上、働きながら学ぶ意欲のある方
3万円
月額 31,000 円（非組合員 48,000 円）教科書・道具代 別途実費
雇用保険加入者は賃金助成制度適用あり

令
和
2
年
産
有
機
米
を
使

っ
た
日
本
酒
の
お
披
露
目
会

に
取
材
に
い
ら
し
て
下
さ
っ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

有
機
栽
培
に
特
化
し
た
内

容
で
2
0
2
2
年
の
お
正
月

番
組
を
制
作
さ
せ
て
欲
し
い

と
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

依
頼
を
受
け
、
有
機
栽
培
の

1
年
を
追
う
形
で
2
0
2
1

年
の
春
よ
り
番
組
取
材
に
対

応
し
て
い
ま
し
た
。

春
〜
夏
〜
収
穫
の
撮
影
が

終
わ
り
、
最
後
の
取
材
の
締

め
く
く
り
は
、
日
頃
よ
り
お

き
た
ま
産
直
セ
ン
タ
ー
の
有

機
米
を
使
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
撮
影
。
シ
ェ
フ
が
有
機
米

の
ア
レ
ン
ジ
ご
は
ん
メ
ニ
ュ

ー
を
考
案
。
当
セ
ン
タ
ー
の

広
報
交
流
委
員
の
メ
ン
バ
ー

が
試
食
す
る
様
子
を
撮
影
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

も
落
ち
着
い
て
い
た
昨
年
11

月
に
、
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

広
報
交
流
委
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
試
食
の
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
番
組
制
作
の

様
子
は
初
め
て
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
ど
ん

な
構
成
で
ど
の
よ
う
な
番
組

な
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
も
つ

か
ず
、
期
待
が
膨
ら
み
ま
し

た
。
そ
の
後
、
有
機
栽
培
の

栽
培
方
法
や
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
な
ど
の
細
か
い
確
認

作
業
を
し
て
、
い
よ
い
よ
完

成
。1

月
1
日
よ
り
放
映
し
て

い
た
だ
い
た
番
組
は
見
た
と

い
う
方
か
ら
大
変
好
評
と
伺

っ
て
い
ま
す
。
に
わ
か
に
は

分
か
り
に
く
い
有
機
栽
培
が

と
て
も
分
か
り
や
す
い
ば
か

り
で
は
な
く
、大
変
的
確
で
、

当
セ
ン
タ
ー
が
な
ぜ
有
機
栽

培
や
特
別
栽
培
に
特
化
し
た

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
た
め
の
交
流
会
の

実
施
や
実
作
業
な
ど
の
様
子

な
ど
事
細
や
か
に
紹
介
を
し

て
下
さ
り
ま
し
た
。

地
元
の
地
域
で
も
有
機
栽

培
に
つ
い
て
の
認
知
度
は
と

て
も
低
い
で
す
。
今
回
取
材

を
受
け
た
こ
と
で
、
た
く
さ

ん
の
地
元
の
人
の
目
に
触
れ

る
機
会
に
な
り
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ま
た
取
材
・

制
作
し
て
下
さ
っ
た
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
方
々
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

1
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
に
応
募
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。正

解
し
た
方
の
お
名
前
を

掲
載
し
ま
す
。
5
0
0
円
の

図
書
カ
ー
ド
を
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

正
解
は
「
カ
ガ
ミ
モ
チ
」
。

正
解
を
さ
れ
た
方
は
、
次

の
み
な
さ
ん
で
す
。
（
敬
称

略
）吉

田
浩
和
（
大
谷
口
）
、

内
川
三
枝
子（
大
谷
口
北
）、

吉
原
昌
治
（
大
谷
口
北
）
、

吉
原
し
げ
（
大
谷
口
北
）
、

吉
原
江
利
子（
大
谷
口
北
）、

矢
澤
正
人
（
大
谷
口
北
）
、

矢
澤
志
津
子（
大
谷
口
北
）、

加
藤
正
人
（
中
央
）
、
秋
田

唯
一
（
氷
川
）
、
秋
田
珠
美

（
氷
川
）
、
小
松
正
人
（
若

木
）
、
遠
藤
春
彦
（
志
村
坂

上
）
、
池
田
良
治
（
前
野
中

台
）
、
金
井
設
男
（
前
野
中

台
）
、
金
井
雅
子
（
前
野
中

台
）
、
鈴
木
ま
り
子
（
前
野

中
台
）
、
中
嶌
雄
三
（
前
野

中
台
）
、
中
嶌
美
佐
子
（
前

野
中
台
）、
明
才
地
民
子（
前

野
中
台
）
、
此
上
秀
輝
（
舟

渡
高
島
）
、
角
田
輝
義
（
舟

渡
高
島
）
、
角
田
景
子
（
舟

渡
高
島
）
、
萩
原
祐
一
（
舟

渡
高
島
）
、
斎
藤
悦
朗
（
舟

渡
高
島
）
、
宮
澤
卓
志
（
徳

丸
）
、
板
本
清
（
事
業
所
）

○
ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン
車
オ

ペ
レ
ー
タ
ー

社
員
等
1
人

／
㈲
北
山
重
機
工
業
／
北
山

浩
司
・
徳
丸
分
会
☎
0
3
―

3
9
3
4
―
7
6
5
2
／
経

験
者

○
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
・

パ
ー
キ
ン
グ
設
置
工

社
員

・
3
人
以
上
／
㈱
ア
イ
エ
ス

デ
ィ
ー
／
池
田
徳
幸
・
舟
渡

高
島
分
会
☎
0
3
―
3
9
3

4
―
3
1
4
0
／
要
普
免
・

見
習
い
可

○
防
水
工

社
員
等
2
人
／

㈱
高
清
／
髙
橋
賢
一
・
事
業

所
分
会
☎
0
3
―
6
7
5
1

―
5
6
5
0
／
経
験
書
・
見

習
い
可

○
鉄
筋
工

社
員
等
1
人
／

Ｊ
Ａ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
／
遠

藤
勇
也
・
徳
丸
分
会
☎
0
9

0
―
4
1
3
0
―
6
5
2
2

／
経
験
不
問

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、本
部
機
関
紙
・
携
帯
サ
イ

ト
・
支
部
機
関
紙
・
群
会
議

の
話
題
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

昨
年
入
学
さ
れ
た
小
・
中

学
校
1
年
生
、
高
校
1
年
生

の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
、
3
月
末
ま
で
の
申
請
が

必
要
で
す
。
図
書
カ
ー
ド
5

千
円
分
を
進
呈
し
ま
す
。
詳

し
く
は
支
部
事
務
所
☎
0
3

―
3
9
6
3
―
5
3
2
5
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
主
人
が
入
院
し
ま

し
て
組
合
に
大
変
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
【
吉
原
江
利
子
・

大
谷
口
北
】

50
歳
と
な
り
、
今
年
は
ぜ

ひ
と
も
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
【
加
藤
正

人
・
中
央
】

区
の
小
規
模
事
業
者
登
録

し
て
15
年
目
に
な
り
、
区
の

多
く
の
施
設
か
ら
修
理
・
修

繕
の
発
注
に
応
え
て
い
ま

す
。
が
ん
ば
ろ
う
！
【
小
松

正
人
・
若
木
】

早
く
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ

て
安
心
で
き
る
日
々
が
来
る

よ
う
に
祈
っ
て
い
る
昨
今
で

す
。
【
此
上
秀
輝
・
舟
渡
高

島
】い

つ
も
興
味
深
く
拝
読
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ

ナ
、
油
断
で
き
ま
せ
ん
が
、

手
洗
い
、
う
が
い
な
ど
気
を

付
け
て
い
き
ま
す
。
【
宮
沢

卓
志
・
徳
丸
】

元
気
で
毎
日
、
朝
か
ら
晩

ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
【
板

本
清
・
事
業
所
】

健
康
第
一
、家
族
仲
良
く
、

仲
間
と
の
団
結
、
日
々
笑
顔

で
頑
張
り
ま
す
。
【
中
嶌
美

佐
子
・
前
野
中
台
】

2022年3月27日（日）
【申込締切】3月11日（金）

【実施場所】小豆沢病院（定員60名）

2022年3月20日（日）
【申込締切】3月4日（金）

【実施場所】高島平診療所（定員60名）
2022年3月27日（日）
【申込締切】3月11日（金）

【実施場所】下赤塚診療所（定員50名）
※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。
問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

日 程 表
2022年3月

機関会議など

中執
書記局会議～事務所閉まります 四役・常任
代議員会議
執行委員会

発送

ＰＡＬ総会

書記局会議2時～ 事務所閉まります

共済審査・分会長会議

組合活動

女性の会総会
フルハーネス特別教育

イキイキ会総会
本部大会
本部大会
納入日

本部報告

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

⑧
前立腺がん

1，000円
50歳以上の土建
国保加入者
無料

⑦
大腸がん

1，000円
40歳以上の土建
国保加入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤
じん肺

1，000円

④
骨粗鬆症

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円
50歳以上の土建
国保加入者
無料

②
胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円
50歳以上の土建
国保加入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

おお
便便
りり

ココ
ーー
ナナ
ーー

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

取
材
と
放
映

◇平日の健診もご利用ください。
（予約が必要です）

日曜健康診断のご案内

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
正
解
者

訪
問
行
動
日
2
日
間

求

人

新
入
学
祝
い
金

（
昨
年
4
月
入
学
の
お
子
さ
ん
）

保
険
証

交
付
会

申
請
は
3
月
末
ま
で
に

申
請
は
3
月
末
ま
で
に

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


